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環境経営方針 
 

環境経営理念 

私たちは、地域社会やお客様の「お役に立てて幸せです」と言い続けられる企業になるために、環境に

配慮した経営を継続的に改善、発展させ、各種包装資材の製造販売事業を通じて持続可能な社会の

実現に貢献します。 

 

環境経営方針 

1. 二酸化炭素排出量の削減を推進します 

2. クラフト紙など原材料の廃棄ロス削減とリサイクルに取組みます 

3. 水や電力など、資源の節約と有効活用に努めます 

4. 環境に配慮した製品をお客様にお届けします 

5. 環境関連法規制や当社がお約束したことを遵守します 

6. 環境経営方針を全社員に周知し、取組や教育を通じて環境意識を高めてまいります 

7. 経営における課題とチャンスを踏まえ、新たなチャレンジをしてまいります 

 

 

 

                  2021 年 6 月 30 日 
 

山口包装工業株式会社 

代表取締役 山口敦央 
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組織の概要 

1. 名称及び代表者名 

山口包装工業株式会社 代表取締役社長 山口敦央 

 

2. 所在地 

本社：大阪府八尾市竹渕３丁目１１５番地（会社登記住所） 

 

3. 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

責任者  山口 敦央 

事務局  畑 由子、畑 美帆 

TEL：06-6709-1862 FAX:06-6709-0272 

 

4. 事業内容 

産業用クラフト重袋の製造販売及びその他包装資材の販売 

 

5. 事業規模 

 2021 年度 2022 年度 

従業員数 36 名 36 名 

延床面積 2,700 ㎡ 2,700 ㎡ 

売上 610 百万円 667 百万円 

 

     

6. 事業年度 

2022 年度＜2021 年 7 月 1 日 ～ 2022 年 6 月 30 日＞ 

 

7. 認証・登録の対象組織・活動 

登録組織名： 山口包装工業株式会社 

対象事業所： 本社（全組織、全活動が対象） 

活     動： 産業用クラフト重袋の製造販売及びその他包装資材の販売  
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事業の紹介 

営業品目 

クラフト重袋          米袋   

合成樹脂や化学薬品、建材、食品などの原料袋として使用       自社製造の紙袋に加え、各種プラスチック袋も取扱い 

                  

ミニチュア米袋      その他包装資材 

1～5 号サイズの袋（お菓子等のギフト袋としても利用）      

  

  

製造の流れ 

・クラフト重袋関連副資材（糸、クレープ紙、テープ他） 

・フレキシブルコンテナ 

・段ボールケース 

・包装紙 

・産業用ポリ袋 

・包装関連機械（ミシン機、テープ機等） 
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環境経営組織及び役割・責任・権限 

 

 

  

全社員

代表者 兼 環境管理責任者

社長

環境委員会

（月例会議メンバー）

営業 製造 業務サポート

環境事務局

畑由子、畑美帆

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営目標・環境経営計画書の承認

・環境経営レポートの承認

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書の作成、確認環境管理責任者

全社員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境活動実績の確認・評価

委員会メンバー ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の社員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成補佐及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成補佐、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

環境委員会 ・環境経営計画の審議、進捗報告

環境事務局 ・環境管理責任者補佐の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成補佐

・環境活動の実績集計

・環境経営目標・環境経営計画書の作成、確認

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成、確認

・環境経営システムの構築、実施、管理

役割・責任・権限

代表者 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書の承認

・環境経営レポートの作成、確認
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主な環境負荷の実績 

 

※事業性一般廃棄物に関しては、年間 100kg 程度と少量であることから目標設定せず、適正に管理してまいります。 

※ 二酸化炭素総排出量には、灯油分（2,547kg-CO2）を含む 

環境経営目標及びその実績 

 

※ 電力の排出係数は、本社工場（0.499kg-CO2/kWh：グローバルエンジニアリング 2020 年事業者全体）、 

倉庫及び加工場（0.351kg-CO2/kWh：関西電力２０２０年度調整後）を基準に合算加重平均して計測 

※ 化学物質（PRTR 物質）については、年間使用量（材料含有量）10 ㎏未満。自社で量を記録し、適正管理を行う。 

2021年度 2022年度

7月1日～6月30日 7月1日～6月30日

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 62,697 67,392

産業廃棄物排出量 kg - 計測開始

水使用量 ㎥ 570 551

古紙排出量（有価物）
（自主目標参考値）

kg 37,390 51,340

項目 単位

2021年度
（2020年7月～2021年6月）

（基準値）
7月1日～6月30日

(目標）
7月1日～6月30日

（実績）
7月1日～6月30日

kg-CO2 42,834 42,405 47,638 ×

基準年度比 - 99% 111% ×

売上高原単位 kg-Co2/千円 0.070 0.070 0.071 ×

kg-CO2 467 462 516 ×

基準年度比 - 99% 111% ×

kg-CO2 19,302 19,109 16,690 〇

基準年度比 - 99% 86% 〇

売上高原単位 kg-Co2/千円 0.0316 0.0313 0.0250 〇

kg-CO2 62,603 61,976 64,844 ×

基準年度比 - 99% 104% ×

売上高原単位 kg-Co2/千円 0.1026 0.1015 0.0972 〇

kg - - 62,475 -

基準年度比 - 99% -

㎥ 564 558 551 〇

基準年度比 - 99% 98% 〇

kg 37,390 37,016 51,340 ×

基準年度比 - 99% 137% ×

売上高原単位 kg/千円 0.061 0.061 0.077 ×

環境配慮製品・サービスへの取組

ペーパーレス化推進

都市ガスによる二酸化炭素削減

電力による二酸化炭素削減

　　　　　　　　  　                                年　度
　　項　目

2022年度
（2021年7月～2022年6月）

評価

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

自動車燃料による二酸化炭素削減

水道水の削減

産業廃棄物の削減
(廃プラスチック、紙くず）
※2021年9月より重量計測開始

古紙排出量削減
※自主目標参考値（有価物として）

上記二酸化炭素排出量合計
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環境経営計画の取組結果とその評価 

 

 

 

 

 

 

 

電力による二酸化炭素削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ×

老朽化した業務用エアコンの順次入替え 〇

省エネ活動 △

・ 電気使用量は、前年比10％以上の増加となってしまった。最大の原因は、売上増加、人員
増加に伴う機械や作業場稼働率の増加であった。また、今期から安全性の観点から作業場
での石油ストーブ使用の代わりにエアコンを使用するテストを2か月程度行ったことも影響し
た。
・ 2021年9月に加工場の業務用エアコン（６馬力）を入替。加工場での冬場の電力消費量を
見ると省エネの効果が出ていることが分かった。また、2022年7月に本社会議室のエアコン3
台を新エアコン2台と入れ替えた。2023年度の省エネ効果を見込む。
・ 全従業員にエコアクションに取組んでいくことを伝え、日々意識して省エネ活動を行ってもら
うようお願いした。使用していない部屋、箇所の電気を消すことの徹底など細かいところから
活動を開始していく。

2020年
2021年

1月 2月 3月 4月 5月 6月7月 8月 9月 10月 11月 12月
6,757 6,277 6,748 6,435 5,968 8,3579,322 11,603 8,326 6,447 6,096 6,756
8,642 8,349 7,740 6,743 6,396 9,42710,858 11,035 8,922 7,507 5,949 7,239
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都市ガスによる二酸化炭素削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ×

省エネ活動 △

・ ガスの使用量は前期比10％程度増加してしまった。ガスの主な使用用途は、水洗い場で使
用する給湯機であるが、特にアルバイト社員の人数が大きく増加したことで昼休みの給湯機
使用が増えたことが主な原因と推察される。
・ 気温などを基準として、給湯機使用開始期間（11月～2月）を短くすべく、元栓を切るなどし
て可能な削減をしていく。

2020年
2021年

2月 3月 4月 5月 6月
2 0 2 7 18

8月 9月 10月 11月 12月 1月7月
250 52 51 23 6 3

7 2 12 0 2 4 24 43 54 59 41
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自動車燃料による二酸化炭素削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇

アイドリングストップ 〇

遠方移動時のハイブリッド車利用 〇

定期自主点検 〇

・ガソリン使用料は、14％と大きく削減することができた。効率的な得意先訪問活動を意識し
たこと、コロナ禍で一部社員が車通勤をしていたのが解消されたこと、ガソリン車のハイブリッ
ド車への入替が効果を発揮した。
・今期は、長距離移動の多い営業車3台（バン）の内、2台をハイブリッド車に入れ替えた。こ
れにより、社有車7台の内、5台がハイブリッド車となった。（アイドリングストップについても自
動で行われる）全車両ハイブリッド車への入れ替えを順次行っていく。
・月初に営業車の自主点検を行っており、オイルやタイヤの確認を行い、必要に応じて交換し
ている。

2020年
2021年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
702 826 819 718 778 651
732 648 588 632 535 756 518 567 654

707 586 599 814 615 505
462 575 527
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産業廃棄物の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 -

仕分けによる古紙回収への一部移管 〇

・ 9月より産業廃棄物収集運搬会社の変更を行った。（優良認定取得会社）
・ 手間がかかることから産業廃棄物として捨てていた、不良品となった紙袋（一部ポリを使
用）について、産業廃棄物収集運搬業者変更のタイミングで、分類を細かくすることで古紙回
収会社にりサイクル品として引き取ってもらう形に変更。これにより、目分量になるが、産業廃
棄物の量は約3割削減となった。
・ 産廃収集運搬会社とは、取引開始数か月で廃棄物の捨て方等調整を行い現在は安定。

水道水の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇

節水シールの貼り付けとポスター掲示 〇

節水シャワーヘッドの取付 ×

・ 水道水の使用量は、3％程度の削減を実現した。
・ 大きな改善策をとったわけではないが、節水の呼びかけによる社員の意識向上が削減に
つながった可能性がある。引き続き、継続していきたい。

2020年
2021年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
47 49 43 44 43
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古紙排出量の削減（有価物として） 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ×

機械切替時のロスの削減 〇

ミスによる製造ロスの削減 〇

余った原紙を包装紙として利用 〇

・ 古紙排出量は、36%と大きく増加。滞留在庫処分や仕様変更による製品廃棄の方法の変更
が大きく影響している。今までは、産廃として小分けにして廃棄していたが、古紙会社に引き
取ってもらい再資源化を行う形い変更した（運賃等の費用はかかるがリサイクル率が上がる）
廃棄方法を変更した2022年度をベースに来期以降は、排出量の削減ができるようにしたい。
・ 製造過程で出るロスについては、メインの機械工程（印刷、製筒）で5％程度の削減目標を
達成した。
・ 余った原紙については、自社での包装紙への加工に加え、他の会社への販売も行うことで
有効活用を行っている。

2020年
2021年

4月 5月 6月
1,400 3,830 1,440 1,950 3,380 4,5103,700 1,520 3,360 4,530 4,530 3,240
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

5,640 3,700 6,1902,930 1,620 5,500 4,380 2,290 4,160 5,310 3,900 5,720
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環境に配慮した製品・サービスへの取組 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

再生ポリを使ったパレットカバーの販売 〇

PEマークから紙マークの包材への変更提案 〇

透明紙を使った包材の企画・検証 ×

・ 再生ポリカバーは２社の販売実績が上がった。引続き既存のお客様中心に副資材として紹
介していく。
・ フィルム包材から紙包材への変更ニーズをとらえた案件をいくつか成約することができた。
（ウェブサイトなどからの問い合わせが多い）
・ 中身の商品を見せるというニーズに応える半透明の紙を使った包材を検証したが、現状製
紙メーカーが開発している紙の価格が高額なため商品化が難しいことが分かった。

ペーパーレス化推進 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

事務関連の紙ごみの重量を毎日計測 〇

日々の連絡等に使っている紙資料の削減 〇

会議資料の削減 〇

・ 9月より事務関連の紙ごみの重量を計測開始（保管資料以外） 10カ月の平均で15.6kg/月
の紙ごみが出ていることが分かった。今後これを減らしていく努力をしていく。
・ 今年から導入した連絡アプリLINE WORKS等を活用して、紙を印刷して連絡していたものを
画像送信で伝達する等、取組を始めている
・ 会議については、パソコンを持ち込むことで一部資料を印刷せずに運営し始めた。今後プ
ロジェクターなども活用し、印刷物ゼロを実現していく予定。
・ 2023年度では、FAXの電子化を来期は進めていく。
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次年度環境経営目標及び環境経営計画 
2022 年度として、2021 年 7 月から 2022 年 6 月までの 1 年間について実績を報告させていただきました。 

2023 年度については前年度比 1%の削減を目標といたします。また、数字目標とは別に、次年度は、事務所における

各種書類のペーパーレス化に取組んでまいります。 

 

環境関連法規等の遵守状況の確認及び 

評価の結果，並びに違反，訴訟等の有無 

 

エコアクション 21 を申請にあたり、関連法規について再確認を行い、必要な更新・報告などを行いました。 

環境上の違反や訴訟は、過去 5 年間ございません。 

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

（実績）
基準年

（目標) （目標) （目標)

kg-CO2 47,638 47,162 46,690 46,223

2022年度比 - 99% 98% 97%

売上高原単位 kg-CO2/千円 0.071 0.071 0.070 0.069

kg-CO2 516 511 506 501

2022年度比 - 99% 98% 97%

kg-CO2 16,690 16,523 16,358 16,194

2022年度比 - 99% 98% 97%

売上高原単位 kg-CO2/千円 0.0250 0.0248 0.0245 0.0243

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 64,844 64,196 63,554 62,918

㎥ 62,475 74,220 73,478 72,743

2022年度比 - 99% 98% 97%

㎥ 551 545 540 535

2022年度比 - 99% 98% 97%

kg 51,340 50,827 50,318 49,815

2022年度比 - 99% 98% 97%

売上高原単位 kg/千円 0.0769 0.0762 0.0754 0.0747

産業廃棄物の削減
（廃プラスチック、紙くず）
※目標は2022年度10カ月実績を12カ月換算

水道水の削減

古紙排出量削減（有価物として）
※自主目標参考値

　　　　　　　　  　                                年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素削減

都市ガスによる二酸化炭素削減

自動車燃料による二酸化炭素削減

実施状況

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇登録充填回収業者によるフロン類回収時の委託確認書交付と引取証明書の保存

振動規制法 特定施設の届出及び地域振動基準の順守（八尾市環境保全課）

保守点検、清掃、記録の保管（3年間）

第1種特定機器（業務用空調機）の簡易点検（3カ月毎）

浄化槽法
定期水質検査

フロン排出抑制法

環境関連法規制等名称 該当する設備・項目

一般廃棄物及び産業廃棄物の委託基準確認（許認可）

騒音規制法 特定施設の届出及び地域騒音基準の順守（八尾市環境保全課）

廃棄物処理法 産業廃棄物のマニフェストの交付

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出
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代表者による全体の評価と見直し・指示 
エコアクション 21 の認可を受けて初めて 1 年間の実績報告をさせていただきました。当社の排出する CO2 の大半

を占める電力の消費量は前年比で大きく増加してしまう結果となってしまいしましたが、取組を通じて消費量を計測し

たことで増加の原因を比較的正確に行うことができたのは、環境経営を一歩前に進められた成果だと思います。電力

消費削減と工場の作業環境改善がどうしても相反してしまうことがあるのも分かりましたので、今後はデータ検証など

を行いながらどういう方法を採るのかを選択していきたいと思います。CO2 排出割合の大きいガソリンの消費量につ

いては大きく減らすことができました。営業車がほぼガソリン車からハイブリッド車に入れ替わりましたので今後は、効

率よい外交活動、長期停車中のエンジン停止などを徹底することで無駄な消費を減らしていきたいと思います。 

エコアクションの本質は、流行りに乗じて環境イメージの良い製品を作るために、無理をしてプラスチックを紙に替

えたり、手間をかけて集めた廃棄物を混ぜた素材を使ったりすることではなく、「無駄使いをなくすこと」であると改めて

感じております。環境経営初心者の当社としては、まずは、この本質的なところを改善していくことに注力していきたい

と考えております。昨今は、ありとあらゆるものの価格が上がっており、使用する材料やエネルギーの削減は喫緊の

経営課題でもあります。社員一同、真摯に無駄の削減に取組むことでより強い企業体質を作っていければと思います。 

 なお、環境経営方針及び実施体制については、今回構築したばかりのため、現行を継続してまいりたいと思います。

また、環境経営目標も継続してまいります。 

（見直し実施日 2022 年 11 月 25 日） 

 

これまでの環境活動の紹介 
 

① 老朽化した休憩室のエアコンの入れ替えを行いました。 
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② ガソリン車 2 台を期中にハイブリッド車に入れ替えました。 

 

 

③ 給水場の蛇口に節水ユニットの取り付けを行いました。 

      

 


